鸣 I FUJIFILM 


IMATLR 八： S 


35mm COMPACT CAMERA 




NP システム対応 


r 使用説明書 ご使用前に必ずお読みください。 


202B1 1051482 








この使用説明書について 



-操作の説明 

:カメラの動作、参考になる情報 
:参照ぺージ 


-注意していたださたいこと 

丸数字は操作説明部の手順ま号を示して 
います。 


同捆品 


この製品には、カメラ本体夕りこ下の付属品が同おされています。箱を開けたときにご確認く 

ださい。 


□ リチウム電池 CR 2 1本（カメラにセット済み） 

□ストラップ 

□ 使用説明書 

□ 保記書 
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■ 3已 mm コンパクトカメラ 

• 明るい超広角 （ F 1.9/24 mm ) スーパ ー E 巨 C フジノンレンズ 
•郁►システム対応：「フジカラー NATURA フイルム」などの IS 01 目00 
1；(上のフイルム使用時、夜景や室内などのシーンでちフラッシュが光ら 
ずに雰囲気のある自然な写真が撮影できます。 

•人物も背景もきれいに写るスーパーデジタルプ□グラム （ DP ) フラッシュ 
•見やすい2色バックライト付き大型液晶画面 

• セルフタイマー/リモコン機能付さ 1 


目次 


J 日本語 


0 112 4 
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安全にご使用いただくために 


• この製品および付属品は、写真撮影!;!外の目的に使用しないでください。 
•製品の安全性には十分配慮しておりますが、下記の内容をよくお読みの 
上、正しくご使用ください。 

• この説明書はお読みになった後で、いつでち見られるところに必ず保管 
してください。 


A 言 口 

A ま意 

この表示を無視して誤つた取り扱いをす 
ると、人が死 t または重傷を負ラ可能性 
が想定される内容を示しています。 

この表示を無視して誤つた取り扱いをす 
ると、人が傷害を負ラ可能性が想定され 
る内容、および物的損害のみの発生が想 
定される内容を示しています。 


A 警告 


絶対に分解しないでください。感電の恐れがあります。 

^ 落下などにより内部が露出したときは、絶対に触れないでください。高圧回 
路があり感電する恐れがあります。 

^カメラ（電池）が熱くなる、煙が出る、焦げ臭いなどの異常を感じたとさは、 
ただちに電池を取り出してください。発乂ややけどの恐れがあります（電池を 
取り出す際、やけどには十分ご注意ください)。 

フラッシュを人の目に近づけて発光しないでください。一時的に視力に影響 
することがあります。特に乳幼児を撮影するときは気をつけてください。 

^カメラを水中に落としたり、内部に水または金属や異物などが入ったときは、 
ただちに電池を取り出してください。発熱-発乂の恐れがあります。 

^ 引义性の高いガスが充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーな 
どの近くでカメラを使用しないでください。爆発や発义-やけどの恐れがあ 
ります。 

A カメラは乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児が誤ってス 
トラップを首に巻き付けると、窒息する恐れがあります。 

^ 電池の分解、加熱、义中への投入、充電、ショートは絶対にしないでくださ 
し、。破裂の恐れがあります。 









A 警告 


A 指定外の電池を使わないでください。発熱•発乂の恐れがあります。 

/!\電池は乳幼児の手の届かないところに置いてください。乳幼児が誤って飲み 
込む恐れがあります。万一飲み込んだ場合には、ただちに医師の診察を受け 
て < ださい。 


_ A 注意_ 

^ カメラをめらしたり、めれた手で触ったりしないでください。感電の原因と 
なることがあります。 

A 自転車や自動車•列車などを運転している人に向けて、フラッシュ発光撮影 
をしないでください。交通事故などの原因となることがあります。 

A 電池の©©を誤って装てんしないようにごま意ください。電池の破裂、液も 
れにより、発义、けがや周囲を巧損する原因となることびあります。 


C€ 


このマークは、安全性、衛生、環境及び消費者保護に関する EU (欧州連合）の要求事項を、製品び満 
足していることを証明するちのです。 

( CE とはヨー □ ッパ認定に onformi お Europeenne ) の略） 
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各部の名称 



ストラップ取り付け部 
(-►P.9) 


撮影レンズ/ 
レンズ カバー 
一…） 


セルフタイマー OP—SS)/• 
リモコン （•♦P.35) ランプ 

リモコン受信部一 P.35) — 


•AF (才ートフォーカス）窓 
-フアインダー窓 


シャッターボタン 
一 P.18) 


電池ぶた 一 P.10) 


AE 受光窓 



圧板 


FILM TIP マーク （"♦P.1 日） 


裏ぶた 一 P.1 日、 23) 


王脚ねじ巧 フイルム室 

Q±1 途中巻き戻しボタン ー P.24) 
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<35 ►モード日） 


露出警告ランプ（ホ) 
一 P .19) 


シャツターボタン（- > P .18) 


電源ボタン （"^ P . ll ) 


裏ぶた開放つまみ 
一 P .1 已、 23) 


メニュー/決定ボタン 
一 P .7) 


液晶表示部(- » P .6) 


AF ランプ（緑) 
一 P .19) 


ファインダー接眼部 
一 P . 已） 


電池容量(- » P . ll ) 


—フイルムカウンターー P .1 日） 


•ファイン ター 


近距離補正 
マー ク 


——撮影範囲 
フレーム 


AF (才ートフオーカス）フレーム 



晴影節囲フレーム I 

このフレーム内で構図を決めます。 

「A 卜 （3 —卜つ才ーカス）ツレームI 

被写体得したいもの）にこのフレーム 
を合わせます。 

阳距離補正マ-3 

近距離撮影するとさには、このマークを 

目安に構図を決めます（イ20ぺージ)。 
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メニュー•モードー覧 


! メニュ -1 

モード 

使用例など 1 

[参照ぺ-ジ i 

狐モード 

「フジカラー NATURA フィルム」 などの 
旧 01 日 00 け上のフィルム使用時、夜景や室 
内などのシーンでもフラッシュび光らずに雰 
囲気のある自然な写真び撮影できます。また、 
フラッシュの充電の必要びないので、シャッ 
ターチャンスを逃しません。 

2 巨 


た" ■け】 

オー S モード 

通常の撮影 

•破►システム対応時：フラッシュは発光せず、 
雰囲気のある自然な写真び撮影できます。 

•旧 080 0L ソ下のフィルムを入れたとさ：被写体 
の明るさ、距離に応じてフラッシュの光量を自 
動的に調節します。 


フラッシュ 

ち 

強制発光モード 

フラッシュを発光させたいとき/ 

窓際や木陰などの逆光撮影 

28 


<§> 

赤目軽減モード 

赤目現象を軽減したいとを 



⑤ 

発光停止モード 

フラッシュを発光させたくないとき/ 

フラッシュ光の届かない被写体の撮影 



狂 

夜景ポートレート 
モード 

夜景をバックに人物を撮影したいとを 



firga 

セルフタイマー/ 

U モコン OFF モード 
(通常モード） 

セルフタイマーや U モコン撮影せず、普通に 
撮影するとさ 

32 

セルフ 
タイマ ー 

の 

セルフタイマー 
モード 

撮影ち自身ち一緒に撮りたいとを 
•シャッターボタンを巧すとタイマーび作動し、 
約] 0 秒後にシャッターび切れます。 


0 

1」モコンモード 

カメラから離れてシャッターを切りたいとさ 
•専用 U モコンび必要です。 

34 

フォー カス 

巧 

AF (才ートフォーカス） 
モード 

通常の撮影 

36 

ii 

遠景モード 

風景などの遠ち撮影 
•フラッシュは発光しません。 


’刖 ||! 巧 

年月曰 




!! 巧’の 

月曰年 



日付 

巧！!’刖 

曰月年 
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巧旧: 6 

曰時分 




OFF 

曰付写し込みなし 

曰付を写し込みたくないとさ 




























メニュー/決定ボタン-十字ボタンの使い方 




〇メニューとモードの選択に入る 


@メニューの選択 

陪'変更したいメニューを点滅/点口させま 
す。 


@モードの選択 

陪> 選択中のモードが点滅します。 


©モードの決定 
陪•決定したモードが表示されます。 


♦液晶表示部のバックライトは、 

•緑：電源を入れたとさ、モードを決定したとさに点灯し、]〇秒後に消灯します。 
•オレンジ：モード選択中に点灯し、] 0砂じ(上操作しないと消灯します。 

•夜間などで液晶表示部び見にくいとさは、公ワ〇じボタンを押すと、バックライ 
卜（緑）び点打します。 
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使い方早わかり 


^簡単！オート撮影するには 





〇電源ボタンを押して電源を入れま 
す。 

陽液晶表示部に四因四 3 巧が表示され、才 
ート撮影の設定になります。 


©構図を決めます。 


©シャッターを 切ります。 


この操作だけで、されいな写真び撮影でさます。詳しくは17ページ〜をご参照くだ 
8 さい。_ 
































ストう、;/プの取り付け 

ストラツプ取り付け部にストラツプを 
通し、取り付けます。 



♦市販のストラップをご使用になる場合は、ストラップの強度をご確認の上、ご使用 
ください。携帯電話、 PHS 用ストラップは軽量機器用ですので、ご使用の際は特に 
ごを意ください。 



準備編 
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* 工場出荷時に電池はセツトされています。 

■使用ずる電池 
U チウム電池 

フジフイルムリチウム CR 2 1本 
〇電池ぶたを開けます。 


©表示に従って©側から電池を入れ 
ます。 


©電池ぶたを閉めます。 


• U チウム電池では約400コマ撮影でさ 
ます（当社試験条件による）。 

•旅行やたくさん写真を撮られるときは、 
万一の場合に備えて予備の電池をご用 
意ください。特に海外では地域によつ 
ては電池の入手び困難な場合びありま 
す。 


♦電池を交換したとさは必ず曰付を合わ 
せてください（■>12ページ)。 

〇電池ぶたに無理な力を加えないでくだ 
さい。 
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電源 ON/OFF •電池容量のチェック 



〇電源ボタンを押して電源を入れま 
す。ちラー度巧すと電源が切れま 
す。 

陪=電源を入れるとレンズカバーが開き、液 
晶が表示されます。 

陪'電源を入れると、オート撮影の設定にな 
ります一17ぺージ)。 


C 電池容量のチェック 



電源を入れ、液晶表示部で電池容量を 
チェックします。 

〇点な：電池の容量は 0 K です。 
©点な：電池の容量が不足しています。 
新しい電池を準備してくださ 
い。 

©点滅：電池容量がなくなったため、 
シャッターは切れません。新し 
い電池に交換してください。 


•電源を入れたまま約已分間放置すると、 
電源は自動的に切れます。 

♦電源を入れるとさに、レンズ部を指で 
巧さえないでください。 


• 撮影前には必ず電池容量をチ王ックし 
て < ださい。 

♦電池の交換は撮影途中のフィルムび入 
つていても可能です。 


準備編 
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Kfl 日付の合わせ方 

C 日付を変更するには 


^0-^ CTnq 狂、 

進' 祉 J 、、 

乃-カス 03 

曰巧’ 日 4 !! 巧 

し J 

ノ 

し 夕まが ‘ 


© f ™ 1 

阁皿 1 

フォ-力 か。！// 

曰 日 4 ;!巧- 

/屯 IM 、 , 

1 残数 . 

1攀 

ノ 


[封 皿 1 

フォ-が"!'1 レ 

^ 巧-こ:!弓 

—<1 公^ J 

,泌似上 

1 残数 . 


を 画 1 

7トヵ4む*/ 

^ 巧-こ:1ろ 

—< 1 公- J 

1 巧数 . 

i 變 

ノ 


••電源を入れ、メニュー/決定ボタ 
ンを巧します。 

陪•液晶表示部がオレンジになり、メニュー 
の選択に入ります。 

@十字ボタンの AU ボタンを巧して、 
日付メニューを点滅させます。 

陽> 曰付メニューが選択されます。 


€) メニュ ー/決定ボタンを2秒於上 
巧し続けます。 

陽"日"が点滅し、日付の修正に入ります。 


© A ロボタンを巧して、点滅してい 
る数字を修正します。 


■設定範囲 • "年月日"は‘‘時分’’に連動して変わります。 

年； ’04〜’ 34 (2004 年〜2034年） 

月：]〜12 日： ] 〜 3] 

時： 〇〜23 分.. 00〜已9 










































* 工場出荷時に日付はセツトされています。 



辱 

タイ7- 




Riga 


GS 


’日り：；巧 

し m 




©0 じボタンを巧すと、設定項目 
(日•時•分.年•月）が変わります。 
陪> 選択中の項目び点滅します。 


©曰付合わせが終了したら、メニュ 
一/決定ボタンを押します。 

液晶表示部が緑に変わり、設定した曰付 
が表示されます。 

時報に合わせたいとをは時報のゼ □ 砂時 
にメニュー/ミ央定ボタンを巧します。 


こ電池交換後、日付を合わせるには 




〇日付メニューを選択します。 

陽年則が点滅し、日付の設定に入ります。 


@前項の©〜®と同様に、 A ワ〇じ 
ボタンで日付を合わせ、その後、 
メニュー/決定ボタンを押します。 


準備編 
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日付モードの選択 



〇電源を入れ、メニュー/決定ボタ 
ンを巧します。 

陽•液晶表示部がオレンジになり、メニュー 
の選択に入ります。 

@公ヮボタンを巧して、日付メニュ 
一を点滅させます。 

陪*日付モードの選択に入ります。 


©〇じボタンを巧して、日付モード 
を選択します。 

陪*選択中のモードが点滅します。 


© メニュ ー/決定ボタンを押して決 
定します。 

液晶表示部が緑に変わり、決定したモー 
ドが表示されます。 



選択した曰付モードが写真のち下に写し込ま 
れます。 

♦" wr を選択すると、写真に日付は写し込まれま 
tf ん。 

•写し込まれた曰付表示び背景によっては見えにく 
くなる場合びあります。 












































フイルムを入れる 



外箱とパト□ーネ（フィルムの容器）に 
DX マークがある3已 mm フィルムを使 
用します。 

♦本機は、フィルム装てんした6フィルムをス 
プールにすべて卷き付け、撮霞されたフィル 
ムをパト□ーネに巻き込んでいく「プレワイ 
ンデイング方式」を採用しています。 




〇フイルムが装てんされていないこ 
と、フイルムカウンターが表示さ 
れていないことを確認します。 


@裏ぶた開放つまみをゆっくりと動 
かします。 

©裏ぶたを開けます。 


♦ DX マークのないフィルムは旧〇100 
の感度にセットされます。 

♦フィルムの装てん•取り出しは、直射 
日光を避けて行ってください。 
♦フィルムを装てん*取り出すときに、 
レンズ部を触ったり、内部にゴミやホ 
コリが入5ないようにご注意ください。 
レンズ部が巧れたり、ゴミやホコリが 
入ってしまった5、42ページの「取扱 


上のお願い」を参考にカメラを清掃して 
<ださい。 

©撮影途中のフィルムび入っているとさ 
は絶対に裏ぶたを開けないでください。 
フィルムを取り出す場合は、24ページ 
をご参照ください。 

©裏ぶたに無理な力を加えないでくださ 


基本編 



















































フイ J レムを入れる 



©フイルムを入れます。 


® パト□ーネを押さえながら、フイ 
ルムの先端を FILM TIP マークま 
で引さ出し、スプールの上にのせ 
ます。 


@裏ぶたを閉めます。 

陪フイルムが自動的に送5れます。 

〇フイルムカウンターにフイルムの 
撮影可能枚数が表示されているこ 
とを確認します。 

陽「フジカラー NATURA フイルム」などの 
旧01目00上のフイルムを入れると、 
"诚►"が表示されます。 


©フィルムび浮き上びらないように、パ 
卜□ーネの角度を調節してください。 
©フィルムの先端びスプールの上に のつ 
ていることを確認してください。 
©フィルムを長く引き出しすざたときは、 
フィルムを一度取り出して、長さを調 
節してください。 

©フィルム確認窓から、装てんしたフィ 
ルムの種類、フイルム枚数、フイルム 


感度び確認でさます。 

©フィルムを装てんして裏ぶたを閉め、 
プレワインド〜]コマ目にセットする 
のに約30砂かかりますに4枚フィル 
ムイホ吊時'! 

©フィルムが正しく装てんされていない 
と、が点滅し、シャッターが切れ 
ません。撮影可能なフィルムを正しく 
装てんし直してください。 






















































撮影しよう 


電源を入れると、次のオート撮影の設定になります。ここでは、オート撮 
影の方法を紹介します。 

* その他のモードでの撮影ち法は、応用編（イ2目ページ〜）をご覧< ださい。 


1 //- 
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加。巧 




_残数 ) 


-オートモード 

-セルフタイマー/リモコン OFF モード 
-AF (才ートフオーカス）モード 


く構え方> 



〇電源を入れ、両脇を締め、カメラ 
を両手でしっかり構えます。 

陪>縦位置撮影ではフラッシュ発光部が上に 
くるように構えます。 


>大切な撮影(結婚式や海が旅行、業務用 
途など）の前には試し撮りをして、カメ 
ラが正常に機能することを確認してく 
ださい。 


〇レンズやフラッシュ発光部、 AF 窓、 
AE 受光窓に指やストラップび掛からな 
いよラにごを意ください。 


基本編 
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撮影しよラ 



© AF フレーム全体を被写体が満たす 
よラにねらいます。 


くシャツターボタン半}甲し> 



@シャッターボタンを半押しします。 
豚 AF ランプ（緑）が点口したら、ピント合わ 
せは完了です。 


©撮影距離： 0.4 m 〜〇〇 
©被写体に約 40 cm より近づくと 、 AF 
ランプ（緑）と液晶表示部の "03" び点 
滅し、ピントび合わないことを警告 
します。さらに約] 0 cm より近づく 
と、 AF ランプ（緑）び点灯することび 
ありますび、ピントは合いません。 


© AF ランプ、セルフタイマー / U モコ 
ンランプは、いったん消えてからシ 
ャッターび切れた直後にわラ]回点灯 
します。 

〇 フラッシュ充電中（液晶表示部の" ち " 
点滅中）はシャッターは切れません 
(->19ぺージ）。 
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くシヤツターボタン全巧し> 

































































撮影しよラ 

•近距離撮影の場合 



撮影距離が約 Im より 近い 場合は、上図の国の 範囲が 写ります。被写体 
が 国の 範囲 内に収まるように構図を決めます。 


♦近距離撮影では、ファインダー窓から見える範囲と写る範囲にズレび生じます（ファ 
インダー窓と撮影レンズの位置び違ラため)。近距離補正マークは、ファインダー窓 
から見える範囲と実際に写る範囲の目安になります。 
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• AF の苦手な被写体について 

次のような場合、まれにピントが合わないことがあります。このようなと 
きは、 AF □ック撮影（ィ22ぺージ)、 ii モード撮影（ィ37ぺージ）を行つ 
て < ださい。 

•被写体の近くに太陽などの明るい光源や反射光（車のフ□ントガラス、 
波の反射など）がある場合 

• 画面の中央部付近に鏡、金属面などの反射面びある場合 
• 髪の毛などの黒くて光を反射しにくい被写体の場合 
•炎や煙などのよラに実体のないちのの場合 
•ガラス越しの撮影の場合 
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H AF (才-トフォ-カス）□ック撮影 



〇このような構図では AF フレームが 
被写体（この場合は人物）から外れ 
ています。このままでは被写体に 
ピントが合いません。 


©AF フレームに 被写体が入るように 
カメラを動かします。 



©そのままシャッターボタンを半巧 
し （ AF □ック）します。 
b ^ AF ランプ（緑）の点灯を確認します。 



© シャッターボタンを半押し （AFO 
ック）したまま最初の構図に戻し 
て、 

0シャッターを切ります。 

• AF □ック 操作は、 シャッ ターを切る前な 
ら何回でもやり直せます。 










































n フィルムを取り出ず/ 

撮影 途中でフィルムを取り出ず 

( フィルムを取り出すには ~ ) 

〇最後の1コマを撮り終わると、レ 
ンズが収納され、フィルムが自動 
的に卷さ戻されます。 

陪'巻き戻しが完了すると、 " E " が表示され 
ます。 


©裏ぶた開放つまみをゆっくりと動 
かします。 

©裏ぶたを開けます。 


©フイルムを 取り出します。 



♦フイルムを取り出ずときに、レンズ部 
を触ったり、内部にゴミやホコリが入 
5ないようにご注意ください。 

©裏ぶたに無理な力を加えないでくださ 
い。 


♦必ずモーターが止まり"と"が表示され 
たことを確認してください。 " f " が表 
示される前に裏ぶたを開けようとする 
と、巧のような恐れがありますのでご 
注意ください （^2 己ページ)。 

•フイルムが感光する。 

•巧のフイルムを入れたときすぐに巻を 
戻されてしまい、 " P が表示される 。23 


基本編 













































フイルムを取り出す/ 

撮影途中でフィルムを取り出す 




( 撮影途中でフイルムを取り出すには 

) 



〇ボールペンの先などで Q ±1 ボタン 
を巧します。 

巻を戻しが完了すると、が表示され 
ます。 


©モーターが止まり"が表示され 
たことを確認してからフイルムを 
取り出してください。 


♦巻を戻したフィルムは再撮影でをません。撮影途中でフィルムを現像に出したいと 
をがは、ボタンを巧さないでください。 

♦ Q - ボタンは先端のとびったわので巧さないでください。 


24 




























•カメラにフィルムび入っているときのごミ主意 

フィルムび入っているときは、絶対に裏ぶたを開けないでください。 

陪*フィルムが入っているときに裏ぶたを開けてしまった5、そのまま裏ぶ 
たを閉めて < ださい。 

♦裏ぶたを閉めると、自動的にフィルムが巻を戻され、が表示されます。 
♦巻き戻されたフィルムは再撮影できません。 

★ただし、本機はプレワインディング方式を採用しているため、最後に 
撮影した1コマな外は光カブリか5守5れていまず。 


基 

を 

編 
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u ^ モードについて 

参ぶモードについて 

挪►モードは、超高感度フイルムの特性を生かして、フラッシュが光らず 
に雰囲気のある自然な写真が撮影でさるモードです。 

「フジカラー NATURA フイルム」など 
のに01目001；(上のフイルムをカメラ 
に入れると、自動的に挪►モードにな 
り、"硕►"が表示されます。 



•ぶ^システムを使用すると 

•フラッシュによる被写体へのストレスがないので、自然な表情をとら 
えられます。 

•夜景や室内などのシーンでち、フラッシュが光らずに雰囲気のある自 
然な写真が撮影でさます。 

• 水族館などガラス越しの撮影で、フラッシュ光の反射の>こ\配がありま 
せん。 

•フラッシュ発光禁止の美術館などでも、ノンフラッシュで、安/こ\して 
撮影でさます。 


• ISO 800 iU 下のフィルムでは郁 ► モードに設定できません。 

また ISO ] 600し U 上のフィルム使用時、ぶ^^モードの解除はできませんび、強制発 
光などのフラッシュモードを選択でさます （^28 ページ)。 









( 曲►システム対応時 

( ISO 1目日日 iU 上のフイルムを入れたとき) 


(§)© 感婦©鍊砸 

フラッシュは発光せず、雰囲気のある 
自然な写真が撮影でさます。 

•明るさび不十分な暗闇などでの撮影時、 

露出警告ランプ（赤）と液晶表示部の"も" 

び点滅し、写真び全体に暗<なる可能性 
びあることを警告します（^] 9ページ)。- 

豚ちモードで撮影することをおすすめし応 
ます。 用 

編 



♦その他のフラッシュモードについては、28ページ〜をご参照ください。 
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フラッシュトドの選択 

•フラッシュメニュ ーー 覧 


( ぶ> システム対応時（に日1目日日し^上のフィルムを入れたとき) 


败晶表 W 

M ""】 

% 

<§> 


酉 

モード名 

才ートモード 
(フラッシュ 
OFF ) 

強制発光 
モード 

赤目軽減 
モード 

発光停止 
モード 

夜景ポートレート 
モ-ド 

モードの解除 

電源 OFF 後ち 
保持 

電源 OF 刊寺に 
解除 

電源 OF 刊寺に 
解除 

電源 OF 刊寺に 
解除 

1 コマ撮影後 
*1 


C 旧0800 ly 下のフイルムを入れたとき ） 


液晶表 nr 

M ""】 

i 

<§> 

⑥ 

酉 

モード名 

才ートモード 
(スーパー DP 
フラッシュ） 

強制発光 
モード 

赤目軽減 
モード 

発光停止 
モード 

夜景ポートレート 
モ-ド 

モードの解除 

電源 OFF 後ち 
保持 

電源 OF 刊寺に 
解除 

電源 OFF 後ち 
保持 

電源 OF 刊寺に 
解除 

1 コマ撮影後 
* 1 


* ] : ] 回の撮影ごとに解除されます。連続してご使用になる場合は、モード選択後、 

約2砂間 メニュー/決定 ボタンを押し続けてください（この場合、モード決定後 
わ選択したモードび点滅し続けます)。モードは撮影後ち保持され、続けて撮影 
でさます。電源び切れると自動的に解除されます。ただし、 ii モード （ィ 37ぺ 
ージ）の連続撮影設定を行ラと、0モードの連続撮影設定は解除されます。 

• ii モードー37ぺージ）設定時は自動的に⑤モードになり、他のフラッシュモード 
は選択でさません。 
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CTna を⑤四、 

盛'如、、於 

別-ヵス巧 

IZ ’ 則；||巧，こ|し| 
し cts しり 




••電源を入れ、メニュー/決定ボタ 
ンを巧します。 

陪■液晶表示部がオレンジになり、フラッシ 
ュメニューが点滅/点打し、フラッシュ 
モードの選択に入ります。 

©0 じボタンを巧して、フラッシュ 
モードを選択します。 

陪'選択中のモードび点滅します。 


@メニュー/決定ボタンを巧して決用 
定します。 編 

陪■液晶表示部が緑に変わり、決定したモー 
ドが表示されます。 


•フラッシュ撮影距離 

フィルム感度によってフラッシュ光の届く距離が異なります。暗いところ 
ではフラッシュ撮影距離にを意して撮影してください。 


フィルム感度 

フラッシュ撮影距離 

ISO 100 

0.4 m 〜 4 m 

ISO 400 

0.4 m 〜 8 m 

ISO 800 

0.4 m 〜 ] 2 m 

ISO 1600 

0.4 m 〜]目 m * モードフラッシュ使用時 


(カラーネガフイルム使用時) 


29 



































フラッシュモードの選択 



システム対応時（旧01600 1U 上のフイルムを入れたとき）は、フラッシュは発 
光しませんい2目ぺージ)。 


才ートモード 


恆常の撮影に使用します。1 

スーパーデジタルプ□グラム （DP) フ 
ラッシュモードになり、被写体の明る 
さ、距離に応じて、フラッシュの光量 
を自動的に調節します。 

•被写体びとてち明るく遠すざる場合、フ 
ラッシュは発光しません。 


ち強制発光モード 



ュが必ず発光します。 


窓際や木陰などの逆光撮影 I 
に使用します。 _ I 

明るいところでちフラツシ 


< s > 赤目軽減モード 



标目現象を軽減します。 1 

撮影前にフラッシュが7回プレ発光し、 
8回目に撮影のためのフラッシュが発 
光します。 

♦プレ発光から撮影のためのフラッシュ発 
光まで AF ランプ（緑）は点打し続けます。 
AF ランプ点灯中はカメラを動かさないで 
<ださい。 





















西夜景ポートレートモード 



室内照明を利用しての 
撮影、舞台や室内競技 
などのフラッシュ光び 
届かない距離での撮影 
などに使用します。 


0感戀 


フラッシュの発光を停止します。 


•暗いところでの撮影で明るさび不十分な 
場合、露出警告ランプ（赤）と液晶表示部 
の"ち"び点滅し、写真び全体に暗くなる 
可能性びあることを警告します （ィ 19ぺ 

—ご;') 

♦暗いところで撮影するとさは、手ブレ防 
止のため S 脚の使用をおすすめし A 

ます。 店\ 


夜景をバックにした人物を 
撮影するとさに使用します。 



フラッシュが 7 回プレ発光後、撮影の 
ためのフラッシュが発光します。 


防た"""干^—ド、<§>モード時より シャツ タ 
ースピードが遅くなり、夜景と人物の両 
方をされいに撮影でさます。 

•1 回の撮影ごとに解除されます （ィ 28ペー 
バ） 

♦シャ ツ タースピードが遅くなりますので、 
手ブレ防止のため兰脚を使用して^ 
ください。また、撮影中は撮5れ/管\ 
る人も動かないでください。 / 


応 

m 

編 


•赤目現象について 

人物を暗いところでフラッシュ撮影した場合、目がホく写ることびありま 
す。これはフラッシュの光が目の中で反射することにより起こる現象です。 
赤目を起こりにくくするためには、赤目軽減モードを使用すると共に、 
•撮られる人にカメラの方に視線を向けてもらう 
• なるべく近づいて撮影する 
などするとより効果的です。 














セルフタィマ-モ-ドの選択 



〇電源を入れ、メニュー/決定ボタ 
ンを巧します。 

陪>液晶表示部がオレンジになり、メニュー 
の選択に入ります。 


© A ワボタンを巧して、セルフタイ 
マーメニューを点滅/点なさせま 
す。 


隐"セルフタイマーモードの選択に入ります。 


© 〇じボタンを巧して、"の"を選択 
します。 

陪*選択中のモードが点滅します。 


© メニュ ー/決定ボタンを押して決 
定します。 

陪=液晶表示部が緑に変わり、"の"が表示さ 
れます。 


♦電源び切れると、セルフタイマーメニ ♦の モードは]回の撮影ごとに解除され 
ユーは自動的に因田モードになります。 ます。 
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® 構図を決めて、シャッターボタン 
を巧します。 


0 AF フレーム内に見えるものにピン 
卜が合い、セルフタイマーランプ 
が約7秒間点な^約3秒間点滅し一 
た後、シャッターが切れます。 t 


• AFD ック撮影も可能です（イ22ぺ一 
ジ)。 


•カメラの前に立ってシャッターボタン 
を押さないで<ださい。ピンボケや露 
光不良になることがあります。 
♦スタートしたセルフタイマーモードを 
解除したいとをは、メニュー/決定ボ 
タンを巧してください。 
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リモコンモードの選択 


リモコン撮影には専用リモコンび必要でず。 


リモコン 'Mim 

■■►(公 


な 

タイ 7- 

つ卜たス 

曰巧 

V 

•团10毛を ⑥ BTi 

r 、 述^ 

日 M !リ6 广い」 

残き》 . 

ノ 


1 

勤 J 

技巧 

1(1) 


© 

タイ 7 - 

1 

"^00 \ / 1 

.■'.一 —m 残数 U 



〇 

タイマ- 

つス-カス 

曰が 

m 、 

巧 ® 狐^ 

’が II 巧 JLj 



残数ノ 


矢印の方向にリモコンをスライドさせ 
て、リモコンホルダーから外します。 

• U モコンを U モコンホルダーに戻すとさ 
は、反対ち向にスライドさせ、カチッと 
音びするまで巧し込んで<ださい。 

• U モコンはイラストとタイプび異なる場 
合びあります。 

〇電源を入れ、メニュー/決定ボタ 
ンを押します。 

陪>液晶表示部がオレンジになり、メニュー 
の選択に入ります。 


@公ワボタンを押して、セルフタイマ 
-メニューを点滅/点灯させます。 
豚セルフタイマー/リモコンモードの選択 
に入ります。 


€)<]じボタンを巧して、 "6" を選択 
します。 

陪'選択中のモードが点滅します。 


© メニユ ー/決定ボタンを押して決 
定します。 

液晶表示部が緑に変わり、 " i " が表示さ 
れます。 








































カメラのストラップに IJ モコンホルダ 
一を取り付けておくと便利です。 


®AF フレームを被写体に合わせて、 
構図を決めます。 


0リモコンをカメラのリモコン受信 
部に向けて、シャッター作動ボタ 
ンを押します。 


豚リモコンランプが約2砂間点滅した後、 
シャッターが切れます。 

リモコン操作が可能な範囲は、カメラ 
正面で約日 ml ；! 内、上下左ち各20°で 
約3.已内です。 


•コインを使うと U モコンホルダーを簡単 
に開けられます。 

♦電池の寿命は約3年です（当社試験条件に 
よる）。 U モコン撮影びでさなくなったら、 
ご購入店または富±フイルムサービスス 
テーシヨンにお申し出ください。有償に 
て電池交換いたします。 


♦ 8 モードは撮影後わ解除されません。 


電源び切れると自動的に解除されます。 
♦ U モコン撮影時は、兰脚の使用^ 


をおすすめします。 


•逆光撮影時にカメラの I 」モコン受信部 
に直射日光び入っていると、 U モコン 
撮影びでさない場合びあります。この 
ようなときは、のモード（ィ32ページ） 
を使用してください。 









フオーカスモードの選択 


BTj 

巡'加、、ぶ5^ 

フォ-が 巧 

互’日 4 :リ S ，こ叫 

L 残数 ) 


当'。貧 S ? •イ 

攀 

i 奪討感* 

残ま》 >1 

0 ,r @ ^ 

塑皿 ィ職 

つ，-な kk 

方’日 y |||| ぶこい J 

L し, J 

残数 J 



〇電源を入れ、メニュー/決定ボタ 
ンを巧します。 

陪>液晶表示部がオレンジになり、メニュー 
の選択に入ります。 


@公ワ ボタンを押して、フ オー カス 
メニユーを点滅/点灯させます。 
陽フオーカ スモードの選択に入ります。 


€)<][> ボタンを巧して、フ オー カス 
モードを選択します。 

陪*選択中のモードが点滅します。 


© メニュ ー/決定ボタンを押して決 
定します。 

液晶表示部が緑に変わり、決定したモー 
ドが表示されます。 


♦電源び切れると、フオーカスメニューは自動的に因3モードになります。 
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凸 3 AF (才ー トフ オー カス）モード 



^常の撮影で使用します 。I 



AF フレームに被写体が入るよラに構 
図を決めて撮影します （イ 17ページ)。 


ii 遠景モード 



♦ ii モードを選択すると、フラッシュ 
モードは自動的に⑤モードになり 
ます。 

♦暗いところでの撮影で明るさび不十 
分な場合、露出警告ランプ（ホ）と 
液晶表示部の" ち" び点滅し、写真び 
全体に暗くなる可能性びあることを 
警告します（崎19ページ)。 

♦暗いところで撮影するとさは、手ブ 


レ防止のため兰脚の使用を 
おすすめします。 


A 


風景をきれいに撮りたいと 
さや、ガラス越しの遠景や 
遠い夜景の撮影などに使用 
します。_ 



ピントが遠方にセットされます。フラ 
ッシュは発光しません。 

• 1回の撮影ごとに解除されます。 

連続してご使用になる場合は、モード選 
択後、約2砂間メニュー/決定ボタンを巧 
し続けてください（この場合、モード決定 
後ち選択したモードび点滅し続けます）。 
モードは撮影後ち保持され、続けて撮影 
でさます。電源び切れると自動的に解除 
されます。 


応 

m 

編 


ただし、西モード （^3] ページ）の連続 
撮影設定時に ii モードの連続撮影設定を 
行ラと、0モードの連続撮影設定は解除 
されます。 

♦ ii モードび解除されると、フラッシュモー 
ドわ ii モードセッ 卜前の設定に戻ります。 
ただし、0モード（連続撮影設定をして 
いない場合）のよラに]回の撮影ごとに解 
除されるモード設定時に ii モードを選択 
し、シャッターを切った後に解除すると、 

四！因モードになります。 37 











スーパーデジタルプ□グラムフラッシュについて 


スー パーデジタルプ□グラム （ DP ) フラッシュとは I 

被写体との距離や明るさ、さらにレン 
ズの焦点距離の3つの情報から撮影の 
状況をカメラが判断し、フラッシュの 
発光光量を自動的に調節する新しい機 
能です。被写体が明るく遠すぎる場合 
拟外は常に自動発光。誰でち簡単に美 
しい写真を撮れるようにプ□グラムさ 
れたフラッシュです。従来の DP フラ 
ッシュに対して近距離撮影時の性能が 
向上しましに。 


周囲が暗いところで近距離で撮影すると、一般的なフラッシュでは100% 
の光量で発光してしまうため、被写体が白く飛んでしまうことがあります。 
スーパー DP フラッシュでは最大で通常の3%まで光量を落とし、被写体の 
"白飛び"を防ぎます。 

♦高輝度でのポートレート撮影時 

天気の良い曰に人物撮影をすると、髪の毛や鼻の影で顔がまだら模様にな 
りがちです。スーパー DP フラッシュはこのようなとさ、フラッシュが自動 
発光して影を軽減します。 

•逆光撮影時 

窓際や、太陽光を背に受けて撮影すると、被写体が影になり黒くアンダー 
に写ることがあります。スーパー DP フラッシュはこのような場合も、フラ 
ッシュが自動的に最適な光量を発光させることで、美しい写真が得られま 
す。 



•室内や夜の近接撮影時 
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このよ 5 なとさは 

操作中このようなとさは… 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラして<ださい 

m-u 

シャッターび切れ 
ない。 

① " a " び点滅していませ 
んか。 

③ 電源は入った状態にセッ 
卜されていますか。 

敬ち"び点滅していませんか。 

④ "£"び表示されていません 
か。 

① 新しい電池に交換してく 
ださい。 

② 電源ボタンを操作して、撮 
影可能な状態にセットし 
て < ださい。 

③ フラッシュ充電中です。 

y び点滅しなくなるまで 
お待ちください（フラッシ 
ュ充電時間は約已砂)。 

④ フィルムを取り出して、未 
使用のフィルムを装てんし 
てください。 

11 

11 

19 

]已 

フィルムを入れて 
裏ぶたを閉めた 
び、び点滅し 
ている。 

♦フィルムの先端を FILM 
TIP マークまで引さ出して 
いますか。あるいは FILM 
TIP マークよりわ引さ出し 
すざていませんか。 

♦フィルムの先端び FILM 
TIP マークに合ラよラにフ 
ィルムの長さを調整し、 
正しく装てんし直してく 
ださい。 

16 

フィルムを入れ 
て裏ぶたを閉め 
たび、フィルムび 
巻さ戻され、" E " 
び表示される。 

♦フィルムを取り出すときに、 
モーターび止まり" £" び表 
示される前に裏ぶたを開け 
ませんでしたか。 

♦フィルムを取り出すときに 
は、必ずモーターび止まり 
"£ "び表示されたことを確 
認してから裏ぶたを開けて 
ください。 

23 

途中でフィルムび 
巻さ戻されてし 
まった。 

♦フィルムび入っていると 
さに裏ぶた開放つまみを 
動かしませんでしたか。 

♦フィルムび入っているとさ 
は、裏ぶた開放つまみを動 
かさないよラにごま意くだ 
さい。 

2已 
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このよラなとさは 

操作中このようなとさは… 


このよラなとさは 

ここをチェック 

こラして<ださい 


フィルムを卷さ戻 
したのに、再びフ 
ィルムびプレワイ 
ンドしてセットさ 
れてしまつた。 

♦フィルムを取り出すとさ 
に、モーターび止まり" r 
び表示される前に裏ぶた 
を開け、そのまま閉めま 
せんでしたか。 

♦フィルムを取り出すとさに 
は、必ずモーターび止まり 
"E" び表示されたことを確 
認してから裏ぶたを開けて 
<ださい。 

万ーフィルムび再セット 
されてしまった場合は、 
Q - ボタンを巧してフィル 
ムを巻き戻して取り出し、 
新しいフィルムを装てん 
して < ださい。 

23 

フイルムカウン 
ターの数字び点 
滅している。 

♦撮影中のフィルムを巻さ戻 
しせずに取り出しませんで 
したか。 

♦フィルムを取り出してから 
電池を取り出し、電源ボタ 
ンを巧してフィルムカウン 
ターの表示び消えたことを 
確認します。その後、再度 
電池を入れて < ださい。 

2已 

"の" び点滅し、シ 
ャッターび切れ 
ない。 

♦カメラの故障です。 

♦富±フイルムサービスステ 
ーシヨンにお問い合わせく 
ださい。 
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プリントがこのよラなとさは… 


1このよラなとさは 

ここをチェック 

こラして<ださい 

m-i 

画面びぼんやりし 

① AF 窓をかくして撮影しま 

① AF 窓をかくさないよラに 

17 

ている。 

せんでしたか。 

カメラを正しく構えてく 
ださい。 



②被写体のねらいちは適切 
でしたか。 

② AF フレームでねらって撮 
影または AF □ック撮影し 
て < ださい。 

22 


③レンズび巧れていません 
か。 

③レンズをきれいにしてく 
ださい。 

42 


④カメラのブレではありませ 
んか。 

④カメラをしっかり構え、シ 
ャッ ターボタンを静かに 
巧して<ださい。ス□一 
シャッター時は云脚を使 
用して < ださい。 

17 


⑥近距離撮景ミ時に ii モード 
で撮景ミしていませんか。 

⑥03モードで撮影してくだ 
さぃ。 

36 

画面び暗い。 

①暗いところでのフラッシ 
ュ撮影で、被写体び遠す 
ざませんでしたか。 

①規定のフラッシュ撮影距 
離内で撮影して< ださい。 

29 


②フラッシュ撮影時にフラ 
ッシュ発光部に指び掛か 
つていませんでしたか。 

②フラッシュ発光部に指を 
掛けないで < ださい。 

17 


③窓際などの逆光撮穀では 
ありませんでしたか。 

③もモードで撮影してくださ 
い。 

* なお、撮影するとさは、露 
出警告ランプび消えている 
ことを確認してからシャッ 
ターを切ってください。 

28 

曰付び合っていな 

♦電池を入れたとさ、わし 

♦電池を入れたとさ、わしく 

12 

い。 

<は電池交換時に修正し 
ましたか。 

は電池を交換したとさは、 
曰付を修正してください。 


曰付び写し込まれ 

①日付モードを"が r にして 

①"が r し U 外の曰付モード 

14 

ていない/はっき 

撮景ミしませんでしたか。 

で撮影してください。 


り写らない。 

③日付の写る位置に、白- 
黄-オレンジなどの明るい 
ちのびありませんか。 

③曰付の写る位置に、なる 
ベく明るいものびこない 
よラにしてください。 

14 











取扱上のお願い 


1. カメラは精密機械ですから、水にめらしたり、落としたりしてショックを与えない 
で < ださい。 

① 海辺や小雨の中などで使用するとさは、水び掛からないよラにごま意ください。 
また、砂の掛かりやすいところには置かないでください。 

② 落としたり、固いわのにぶつけると故障の原因になります。また、振動び加わる 
ところ（自動車のトランクなど）に放置しないでください。 

2. このカメラはマイク□コンピューターによって制御されているため、ご<まれに力 
メラび誤作動する場合びあります。このよラなとさは、電池をいったん取り出し、 
再度入れ直してください。 

3. 長時間お使いにならないとさは、高温-多湿-有害ガス（タンスの中のナフタリン、 
しょうのう他）•ホコ U などの影響の少ない、風通しの良いところに保管してくだ 
さい。 

4. 閉めさった自動車の中などに長時間放置しないでください。 

日.飛行機をご利用の際、未現像のフィルムやフィルムの入ったカメラは機内持ち込み 
されることをおすすめします。預け入れ荷物に入れた場合、 X 線検査でカブ1」など 
の影響び出る場合びあります。 

日.レンズ、 AF 窓、ファインダーなどび巧れたら、ブ□アーブラシでホコ U を仏い、 
柔らかい布で軽くみきとってください。それでも取れないときは、富±フイルム 
のレンズク1」一ニングペーパーにレンズク1」一ニング1」キッドをか量つけて、 
軽くみいてください。アルコール、ベンジンなどの有機溶剤は使わないでくだ 
さい。 

7. フィルム室にホコ U びあると、フィルムを傷つけることびあります。ブ□アーブラ 
シで仏って清掃してください。 

8. フィルムの装てん•取り出しは、直射日光を避けて行ってください。 

9 . このカメラの使用温度範囲は一] 0 む〜 +40 むです。 

1日.寒冷地では電池の性能び低下しますので、衣服の内側に入れるなどして、温めてか 
らご使用ください。なお一時的に性能の低下した電池は、常温に戻れば性能び回復 
します。 
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アフターヴービスについて 


お手持ちの製品が故障した場合には、次の要領で修理させていたださます。ご購入店ま 
たは富±フイルムサービスステーションに直接お申し出ください。それじ(外の責は、ご 
容赦いただきます。なお、保証、使い方などのご不明な点につきましてち、裏面記載の 
富±フイルムイメージング株式会社各支社かお近くの富±フイルムサービスステーシ 
ョンをご利用 < ださい。 

•無料修理 

故障した製品についてはご購入年月、販売店名の記入された、ご購入曰より]年！;! 
内の保証書び添付されている場合には、保証書に記載されている内容の範囲内で、 
無料修理させていたださます。 

* 詳しくは、保証書に記載されている製品保証規定をご覧ください。 

•有料修理 

保証期間を過ぎた修 i 里は、原則として有料となります。保証期間内であってわ、下 
記のよラな場合はすべて有料となります。また運賃諸掛かりは、お客様にてご負担 
願います。 

1 . 修理ご依頼の際、保証書の提示または添付のないちの。 

2. 保証書にご購入年月、販売店名び記入されていない場合、または記載事項び訂 
正された場合。 

3. 富±フイルムサービスステーション政外で分解、修理されたもの。 

4. 火災、地震、風水害などの天災による損傷、故障。 

已.お取扱上の不ま意（使用説明書しソ外の誤操作、落下、衝撃、水掛かり、砂•ミ尼の 
付着、カメラ内部への水•砂•ミ尼の入り込みなど）、保管上の不備（高温多湿や 
ナフタリン、しよラのラの入った場所での保管）、お手入れの不備（かび発生な 
ど）により生じた故障。 

日.前記必外で弊社の責に帰すことのできない原因により生じた故障。 

7. 各部点検、精密検査、分解掃除などを特別に依頼されたもの。 

•修理不能 

浸（冠）水、強度の衝撃、その他で損傷びひど<、故障前の性能に復元でさないと思 
われるわの、および部品の手当び困難なわのなどは修理でさない場合わありますの 
で、お近くの富±フイルムサービスステーションにお問い合わせください。 

•修理部品の保有期間 

この製品の補修用部品は、製造打ち切り後7年を目安に保有しておりますので、こ 
の期間中は原則として修理をお弓 I さ受けいたします。 

なお、部品保有期間終了後でわ修理でさる場合わありますので、詳しくはご購入店 
かお近くの富±フイルムサービスステーションにお問い合わせください。 
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• 修理ご依頼に際してのごま意 

1. 保証規定による修理をお申し出になる場合には、必ず保証書を添えてください。 

2. ご購入店や富±フイルムサービスステーションで、ご指定の修理箇所、故障内 
容を詳しくご説明<ださい。故障の状態によっては、事故となったフィルムな 
どを添えてくださると修理作業の参考になります。 

3. 修理箇所のご指定びないとさは、弊社では各部点検をはじめ品質、性能上必要 
と思われるすべての箇所を修理しますので、料金び高くなることびあります。 

4. 修理料金び高く見込まれる修理のとさは 「0000 円!;^上は連絡してほしい」 
と金額をご指定ください。ご指定のないとさは9,000円しソ内の料金で修理完了 
する場合は修巧をすすめさせていたださます。 

日.修理に関係のない付属品類は、紛失などの事故を避けるため、修理品から取り 
外してお手もとに保管してください。 

日.修理のために製品を郵送される場合は、ご購入時の外箱などに入れてしっかり 
包装し、必ず書留小包でお送りください。 

7. 修理期間は故障内容により多少違いますび、厳重な調整検査を行いますので、 
普通修理品の場合は富±フイルムサービスステーションで、お預かりしてから 
通常7〜] 0曰位をご予定ください。 

•海外旅行中の故障 

海外旅行中に故障した場合は、海外各地の富±フイルム海外現地法人または富±フ 

イルム代理店をご利用ください。富±フイルム海外現地法人、代理店の所在地 一覧 

表はお近くの富±フイルムサービスステーションにおたずね<ださい。なお、海外 

での修理は対応でさない場合びありますので、あらかじめご了承ください。 
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主な仕様 


使用フィルム 
画面サイズ 
レンズ 

ファインダー 

距離調節 


シヤツ ター 

露光調節 


モード 
フィルム感度 
フイルム装てん 


フィルム給送 
フラッシュ 


セルフタイ7— 
液晶表 TJT 


電 源 

その他 
大 ささ 
質量（重さ） 


135 (3 已 mm ) □-ルフィルム （ DX マーク付き） 

24 mmx 36 mm 

スーパー EBC フジノンレンズ日群7枚構成 
f 二 24 mm 1：1 .9 

実像式ファインダー0.30倍 AF フレーム近距離補正マーク 
AF ランプ露出警告ランプ 

アクティブオートフオーカス0.4 m 〜〇〇 AF □ック付き 
遠景モード（レンズ遠距離セット、フラッシュ発光停止） 

AF ランプ 

電子式プ□グラムシャッター （1 秒〜1/3日0砂） 

自動調節 

連動範囲に0100 : EV 7(*2) 〜17 

ISO 1600 : EV 7 .已（*4.己）〜] 7 

(* はフラッシュ発光停止時） 

露出警告ランプ 

明るさに応じて最適な露出制御 （0 〜 2 EV の補正） 

自動設定 （ DX ち式による） ISO 已〇〜3200 
オート□ーディングち式 

フィルムび送られない場合は、シャッター□ックおよび液晶画面 
に‘‘ E ’’ 点滅 

電動式プレワインディング方式自動巻さ上げ 
自動巻き戻し途中巻き戻し可能（途中巻さ戻しボタンによる） 
スーパーデジタルプ□グラムフラッシュ充電時間：約0.已秒〜已秒 
オートモード/強制発光モード/赤目軽減モード/発光停止モー 
ド/夜景ポートレートモード 

赤目軽減モードの方式： 7回プレ発光し、8回目にフラッシュ発光 
電子式作動時間：約] 0秒途中解除可能セルフタイマーラ 
ンプ付さ 

フィルムカウンター(逆算式）诚►モードフラッシュモード 
セルフタイマー / U モコンモードフオーカスモード日付電 
池容量フラッシュ充電中 *バックライト付さ 

U チウム電池 CR 2 ] 本 
曰付機能 U モコン対応兰脚ねじ穴付さ 
109.己 mmx 已日 . Ommx 37.0 mm (突起部除く） 

19已旨履池別） 


* 仕様-性能は、予告なく変更する場合びありますのでご了承ください。 
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巧 il FUJIFILM 


富 ± 写真フイルム株式会社富±フイルムイメージング株式会社 


•お買い上げ製品についてのお問い合わせは… 

お客様ご相談窓口富±フイルムイメ-ジング株式会社 


[/ 田0570 -002236 

SSgSfS!* 《を!！どこか6でもホ内; ii 靴をでご; 


※全国どこからでをホ内通話料をでご利用いただけます。 

携帯電話- PHS 等からご利用の場合はおあくのを支社までお問いをわせください。 


まを支社 
大阪支社 
化お道支社 
ま化支社 
名古屋支社 
中国支社 
九州支社 

参お買い上げ製品の修理の受付は… 

化幌：富±フイルムサービスステーシヨ 
仙台：富±フイルムサービスステーシヨ 
まを：富±フイルムサービスステーシヨ 
名古屋：富±フイルムサービスステーシヨ 
大阪：富±フイルムサービスステーシヨ 
広島：富±フイルムサービスステーシヨ 
福岡：富±フイルムサービスステーシヨン 


干1 06-0047 まを都港区南麻ホ 5-2-32 興和広尾ビル 
干541 -0051 大阪巿中央区備後町 3-5-11 
干060-加02化幌ホ中央区化2条西 4-2 化幌三井ビル別館 
干 980-081 1仙台巿青葉区一番町 4-6-1 仙台第一生命タワービル 
干 460-0008 名古屋巿中区栄 2-10-19 

干 732-081 6広島巿南区比ミ台山本町1 6-35 広島産業文化センター 
干812-加18福岡ホ博多区住吉 3-1-1 


干060-加02化幌ホ中央区化2条西 4-2 化幌三井ビル別館 
干 980-0811 仙台巿青葉区一番町 4-6-1 仙台第一生命タワービル 
干105-加22ま京都港区あ岸 1-9-1 5竹芝ビル 
干 460-0008 を古屋巿中区お 1-12-1 9 
干541 -0051 大阪ホ中央区備後町 3-2-8 大阪長をビル 
干 732-081 6広島巿南区比治山本町 16-35 広島産業で化センター 
干812-加18福岡ホ博多区住吉 3-1-1 


※王曜、日曜、祝日、年モ年始は休業させていただきます。その他夏期等か業させていただ < 場合があります。 

♦まを、を古屋、大阪：富±フイルムサービスステーシヨンは、通常の±曜日（祝日、年モ年始、夏期休暇 W か）は営業しております。 
ただし、受けあし業務のみとなります。 


参富±フイルム製品のお問い合わせは… 

お客様コミュニケーションセンター(月曜日〜金曜日午前9 : 30〜午後5 : 00) TEL (03) 3406-2981 
富±フイルムホームぺージ http://fujifilm.jp/ 


TEL (03) 3406 -2058 
TEL (06) 6205-641 1 
TEL (011 )241-7164 
TEL (022) 265-2121 
TEL (052) 203-5261 
TEL (082) 256-3311 
TEL (092) 228-0231 


TEL (011)222-3973 
TEL (022) 265-2149 
TEL (03) 3436-1315 
TEL (052) 202-1851 
TEL (06) 6260-0915 
TEL (082) 256-351 1 
TEL (092) 281-4863 
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